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特集/亡き天皇陛下と富山
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昭
和
天
皇
と
{
富
山

激
働
の
昭
和
を
一
舟
に
象
徴
さ
れ
た
天
皇
陛
下
が
一

月
七
日
に
遜
る
さ
れ
た
。
陛
下
は
ま
た
、
数
多
く
の
玄

れ
た
お
歎
を
残
さ
れ
た
歎
人
で
も
あ
ら
れ
た
。

ご
幼
少
の
頃
よ
り
お
歎
に
親
し
ま
れ
た
陛
下
だ
っ
た

が
、
と
く
に
こ
の
お
歎
は
大
正
十
四
年
の
歎
会
始
に
お

い
て
、
お
題
「
山
色
達
夫
」
(
さ
ん
し
よ
く
て
ん
に
つ
ら

な
る
)
の
も
と
に
摂
政
官
御
歎
(
皇
后
、
皇
太
子
は
正

式
に
は
御
致
、
天
皇
に
な
ら
れ
る
と
え
御
致
、
ま
た
は

御
恕
と
呼
ぷ
)
と
し
て
披
講
さ
れ
た
-
託
危
す
べ
き
一
首

で
あ
る
。

大
正
十
一
一
一
年
十
一
月
三
目
、
宮
山
県
に
陸
軍
大
演
習

を
御
統
監
の
折
、
右
動
可
の
御
野
立
所
か
ら
晩
秋
の
立

山
遠
山
を
眺
め
ら
れ
た
の
だ
。
あ
た
か
も
天
に
連
な
る

よ
う
な
霊
峰
立
山
の
雄
々
し
く
清
や
か
な
山
容
に
「
な

ら
へ
と
ぞ
足
ふ
」
と
詠
わ
れ
て
い
る
。

大
正
十
年
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
訪
周
で
立
憲
政
治
の
太
切
な
こ
と
を
学
ん
だ

と
懐
目
さ
れ
る
お
人
柄
に
も
添
っ
た
一
首
で
、
ご
自
身

に
人
の
乾
に
な
る
よ
う
に
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

そ
の
深
い
足
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

立
山
と
い
ヨ
地
名
を
詠
み
こ
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
土
地
へ
の
挨
拶
で
あ
り
、
柁
名
は
ま
た
地
霊
で
あ

る
。

こ
の
立
山
を
眺
め
ら
れ
た
の
が
、
く
し
く
も
明
治

天
皇
の
お
生
れ
に
な
っ
た
日
で
あ
っ
た
感
慨
も
重
ね
ら

れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
お
歎
の
歎
碑
は
昭
和
一
一
年
に

立
山
の
一
一
一
ノ
越
に
建
て
ら
れ
、
全
国
で
も
最
初
の
歎
碑

と
い
う
。

昭
和
一
一
一
+
=
一
年
に
は
呉
羽
山
に
も
建
立
さ
れ
、

除
幕
式
に
は
高
ね
官
が
御
臨
席
な
さ
れ
た
。

昭
和
天
皇
は
ご
生
涯
の
う
ち
で
も
何
度
と
な
く
富
山

を
お
訪
れ
ら
れ
て
、
お
致
も
た
く
さ
ん
残
さ
れ
た
。

辺
見
じ
ゅ
ん

(
咋
家
)

そ
の
中
の
四
首
を
紹
介
し
た
い
。

御
ほ
と
け
に
つ
か
ふ
る
え
の
は
ぐ
く
み
に

た
の
し
く
あ
そ
ぶ
子
ら
の
花
園

ふ
る
粛
も
い
と
は
で
き
そ
ふ
北
国
の

少
女
ら
の
す
が
た
若
く
す
が
し
も

く
れ
な
ゐ
に
そ
め
は
じ
め
た
る
や
ま
あ
ひ
を

な
が
る
る
水
の
き
よ
く
も
あ
る
か
な

は
で
も
な
き
一
措
法
の
ひ
ろ
野
粍
む
ら
に

と
り
か
こ
ま
る
る
家
い
へ
の
見
ゆ

ど
の
お
歎
も
調
べ
が
豊
か
だ
が
、
宮
山
方
中
布
目
の

社
会
福
祉
法
人
ル
ン
ピ
二
閣
の
子
ど
も
た
ち
に
事
せ
る

ご
定
愛
や
、
富
山
の
少
女
た
ち
を
「
若
く
す
が
し
も
」

と
詠
わ
れ
た
お
也
を
え
事
に
し
た
い
。
ま
た
、
山
あ
い

を
流
る
る
黒
部
川
の
水
の
清
列
さ
を
詠
わ
れ
て
い
る
の

は
、
水
の
ま
ほ
ろ
ば
宮
山
に
い
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
。

砺
浪
の
粍
む
ら
に
固
ま
れ
た
家
々
を
詠
わ
れ
た
お
歎
は
、

お
題
「
家
」
の
も
と
に
昭
和
四
十
六
年
の
歎
会
始
で
披

講
さ
れ
た
。
縄
ヶ
沌
で
は
初
め
て
水
芭
蕉
を
ご
覧
に
な

り
多
が
か
な
っ
た
と
お
喜
び
に
な
っ
た
と
い
う
。

九
正
と
昭
和
の
ニ
回
の
歎
会
始
に
お
い
て
、
わ
が
ふ

る
さ
と
宮
山
を
潔
子
と
し
た
詩
情
で
訴
わ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

天
皇
陛
下
崩
御
の

知

事

謹

話

国
民
の
切
な
る
願
い
も
む
な
し
く

崩
御
の
報
に
接
し
、
誠

に
悲
し
み
に
た
え
ま
せ
ん
。

お
な
く
な
り
に
な
ら
れ
た
陛
下
に
は
、
昭
和
五
十
八
年
春
の
園

fこ 遊
会
で
、
親
し
く
置
県
百
年
の
こ
と
を
お
た
ず
ね
に
な
り
、
ま

そ
の
年
の
秋
に
地
方
事
情
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま

し
た
と
こ
ろ
、
熱
心
に
お
聞
き
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
が
、
き

陛
下
は
、

の
う
の
こ
と
の
よ
う
に
想
い
出
さ
れ
ま
す
。

昭
和
激
動
の
時
代
を
、
常
に
平
和
と
国
民
の
幸
せ

の
た
め
に
御
心
を
つ
く
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
ご
誠
実
で
、

温
厚
な
お
人
柄
に
、
私
ど
も
は
深
く
敬
愛
の
念
を
抱
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。
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富
山
県
に
は
、
皇
太
子
時
代
を
含
め
四
度
ご
来
県
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
特
に
、
昭
和
三
十
三
年
の
第
十
三
回
国
民
体
育
大
会

と
昭
和
四
十
四
年
の
全
国
植
樹
祭
の
と
き
は
、
親
し
く
県
内
各
地

県
民
に
深
い
印
象
を
の
こ
さ
れ
ま
し
た
。

を
ご
視
察
に
な
ら
れ
、

の
意
を
表
し

こ
こ
に
、
百
十
二
万
富
山
県
民
と
と
も
に
、
衷
心
よ
り
哀
悼

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
四
年

一
月
七
日

富
山
県
知
事

中

沖

盛主主
主亘王



な

な
ら
れ
た
天
皇
陛
下

故
天
皇
陛
下
は
、
生
涯
を
通
じ
て
四
度
富
山
県
へ
お
こ
し
に
な
り
、

県
民
を
お
励
ま
し
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
富
山
へ
お
こ
し
に
な
っ
た
の
は
、
摂
圃
一

政
宮
殿
下
時
代
の
大
正
十
三
年
十

一
月
。
富
山
、

園
一

石
川
両
県
で
行
わ
れ
た
陸
軍
特
別
大
演
習
を
ご

.
一

統
監
に
な
り
、
石
動
町
、
富
山
市
を
訪
れ
に
な

り
ま
し
た
。

北
陸
巡
幸
昭
和
二
十
二
年
十
月
三
十
日

1
十
一
月
二
日

富山市立堀川|小学校
1年から 6年までの各教室を
次々にご視察(10.30)
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司
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立野ヶ原開拓地 (10.31)

:'"f与

昭和電工株式会社富山工場(11.1 ) 

県
内
各
地
を
回
っ
て

総
務
総
務
総
務
総
務
総
務

総
務
総
務
総
務
総
務
総

務
総
務
総
務
総
務
総
務

戦
後
、
人
間
天
皇
と
し
て
全
匡
を
巡
幸
さ
れ
た
故
天
皇
陛
下
は
、
本
県

へ
は
昭
和
二
十
二
年
に
お
こ
し
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
四
日
間
に
わ

た

っ
て
復
興
状
況
を
ご
視
察
に
な
り
、
県
民
を
お
励
ま
し
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
細
入
村
で
行
わ
れ
た
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
の
植
樹
は
、
全
国
植
樹
祭

の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

高岡駅へご到着(10.30)

県立小杉農学校農場
稲穂をお手に取り、
刈り取り状況をご視察 (10.30)

敷島紡績株式会社笹津工場(11.1)j勇き起こる万歳の声におこたえになる(11.1)滑川町立田中小学校
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株式会社慶貫堂
錠剤工場、包装室などを ご視察 (10.30)

-2年
日
程

叩
月
初
日

高
岡
駅
|
県
立
小
杉
農
学
校
|

神
通
中
学
校
(
県
民
奉
迎

)
l

贋
貫
堂
|
堀
川
小
学
校
|
日
産

化
学
富
山
工
場
|
宿
舎
(
県
庁
)

石
動
小
学
校
(
県
民
奉
迎
)

|

吉
江
小
学
校
(
供
出
米
脱
穀
調

整
)

|
国
立
療
養
所
北
陸
荘
|

城
端
駅
|
立
野
ヶ
原
開
拓
地
|

高
岡
貿
易
館
|
高
岡
古
城
公
園

(
県
民
奉
迎
)
氷
見
漁
港
陸

揚
地
|
今
町
小
学
校
(
県
民
奉

迎
)

|
伏
木
港
(
港
湾
荷
役
)

|
宿
舎
(
県
庁
)

昭
和
電
工
|
思
賜
財
団
同
胞
援

護
会
富
山
県
支
部
検
原
寮
(
引

揚
者
収
用
施
設
)

|
敷
島
紡
績

笹
津
工
場
|
上
市
小
学
校

(県

民
奉
迎
)

|
滑
川
町
立
田
中
小

学
校
l
入
善
小
学
校
(
県
民
奉

迎

)
l
魚
津
駅
(
供
出
米
移
出
)

|
宿
舎
(
県
庁
)

八
尾
駅
|
猪
谷
駅
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叩
月
引
日

円
月
1
日

日
月
2
日



-
一
第
十
三
回
国
民
体
育
大
会

昭
和
三
十
三
年
に
は
、
国
民
体
育
大
会
ご
臨
席
の
た
め
、
皇
后
陛
下
と
ご
来
県
に
な
り
ま
し
た
。

県
内
各
地
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
競
技
を
観
戦
な
さ
る

一
方、

多
く
の
社
会
福
祉
施
設
、
産
業
施
設
を
ご
視
察
に
な
り
ま
し
た
。

富山駅へご到着(10.18)県庁特産品展示室

特産物を興味深〈ご覧に(10.19)

昭
和
三
十
三
年
十
月
十
八
日

1

二
十
二
日

魚津市火災復興状況ご視察
魚津市民5300名の出迎えを
お受けになる (10.20)

¥ 県営陸上競技場で開会式(10.19)

• ii~，;三位訟費陀砂ぞ九玄::;;~~ " ::~:記 J

株式会社池田模範堂
丸薬づくりにご興味(10.20)

官

伏木富山港(10.21)
県農業試験場砺波園芸分場 チューリ
ツプ球根の成育や品種改良をご視察(10.22)

-
お
年
日
程

叩
月
間
日
富
山
駅
|
御
泊
所
(
電
気
ビ
ル
)

叩

月

間

日

県

庁

(
屋
上
ご
展
望
、
物
産
ご
覧
)
県
営
富
山
陸
上
競
技
場
(
開
会
式
、

ン
ビ
ニ
園
|
大
川
寺
公
園
馬
術
競
技
場
|
宿
舎
(
電
気
ビ
ル
)

不
二
越
鋼
材
工
業
池
田
模
範
堂
滑
川
市
公
会
堂
(
ウ
エ

L
卜
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ご
覧
)

|
魚
津
市
村
木
小
学
校
|
吉
田
工
業
黒
部
工
場

|
宿
舎
(
宇
奈
月
延
楽
)

黒

部

駅

富

山

駅

富

山

大

学
l
呉
羽
紡
績
庄
川
工
場
放
生
津
保
育
園
東
化
工
|
伏
木
港
宿
舎
(
氷
見
誉
一
山
荘
)

高
岡
市
古
城
公
園
相
撲
場
|
農
業
試
験
場
砺
波
園
芸
分
場
|
石
動
小
学
校
(
ホ
ッ
ケ
ー
ご
覧
)
|
石
動
駅

叩
月
初
日

10 10 
月月
22 21 
日日

身を乗り出してご観戦(10.22)

吉田工業株式会社黒部工場
(10.20) 

村木小学校屋上

災害復興状況をご覧に(10.20)

時1411
¥・

高岡古城公園相撲会場

マ
ス
ゲ
ー
ム
ご
覧
)
|
県
営
富
山
球
場
(
高
校
野
球
ご
覧
)

jレ

故 愛
天に

青黒 皇満
諸陛ち
詩下た
ん

初
め
て
お
姿
を
お
見
か
け
し
た
の
は
、
大

正
十
三
年
。
神
通
グ
ラ
ン
ド
の
奉
迎
場
で
し

た
。
雨
の
降
る
日
で
、
軍
服
の
上
に
オ
ー
バ

ー
を
着
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
勺

昭
和
二
十
二
年
に
は
、
放
送
合
唱
団
の
指

揮
を
し
て
い
た
の
で
、
お
迎
え
の
歌
二
曲
を

作
曲
し
ま
し
た
。
最
後
の
夜
、
故
天
皇
陛
下

に
富
山
県
の
民
謡
を
聞
い
て
い
た
だ
こ
う
と
、

越
中
お
わ
ら
保
存
会
と
五
箇
山
民
謡
保
存
会

の
皆
さ
ん
ら
が
自
主
的
に
県
庁
正
面
に
集
ま

り
、
歌
と
踊
り
を
ひ
ろ
う
し
ま
し
た
。
予
定

外
の
こ
と
に
も
か
か
わ
ら
ず
故
天
皇
陛
下
は
、

三
階
の
御
座
所
か
ら
窓
を
開
け
て
ご
覧
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
部
屋
の
明
か
り
を

背
に
お
姿
が
浮
か
び
あ
が
り
、
皆
感
動
と
興

奮
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に

富
山
市
長
が
砂
利
の
上
に
座
り
込
み
、
両
手

を
つ
い
て
泣
か
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
三
年
の
国
体
で
は
故
天
皇
陛
下

の
前
で
指
揮
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

故
天
皇
陛
下
。が
富
山
で
お
詠
み
に
な

っ
た

歌
十
二
首
は
、
全
て
曲
を
つ
け
、
楽
譜
本
や

テ
l
プ
を
献
上
し
ま
し
た
。
故
天
皇
陛
下
の

お
歌
に
は
愛
が
満
ち
あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。
ま

さ
に
愛
の
権
化
で
す
。
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お誠
人実

閣日キ丙そ
世の
E再 も
刊の
瓦の

昭
和
二
十
二
年
の
北
陸
御
巡
幸
の
時
、
私

は
記
録
係
と
し
て
随
行
し
ま
し
た
。
県
民
奉

迎
所
で
、
故
天
皇
陛
下
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク

の
中
折
れ
帽
を
く
し

ゃ
く
し
ゃ
に
な
る
ほ
ど

ふ
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
、
鮮
烈
な
印
象
と

し
て
残

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
三
年
の
富
山
国
体
の
時
は
、
専

従
の
行
幸
係
長
と
し
て
随
行
し
ま
し
た
。
氷

見
に
お
泊
ま
り
の
際
、
御
座
所
の
隣
り
部
屋

に
高
岡
高
校
生
物
ク
ラ
ブ
の
後
偲
類
の
展
示

が
あ
り
、
故
陛
下
は
そ
れ
を
御
覧
に
な

っ
て

と
て
も
御
満
足
そ
う
で
し
た
。
十
月
十
九
日

に
は
、
富
山
市
で
市
民
奉
迎
提
灯
行
列
が
あ

り
、
十
五
分
の
予
定
だ

っ
た
の
で
す
が
、
行

進
の
途
中
か
ら
参
加
す
る
人
も
多
く
、
四
十

分
程
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
故

天
皇
陛
下
は
、
最
後
ま
で
バ
ル
コ
ニ
ー
に
立

ち
、
提
灯
を
振

っ
て
歓
迎
に
応
え
ら
れ
、
私

た
ち
は
、
風
邪
を
ひ
か
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
ハ
ラ
ハ
ラ
し
ま
し
た
。

故
天
皇
陛
下
の
印
象
は
、

。
誠
実
そ
の
も

の
へ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
き
っ
ち
り
と
守
ら
れ
、

わ
が
ま
ま
は
い

っ
さ
い
お

っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
提
灯
行
列
の
際
の
お
姿
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
非
常
に
仁
慈
に
厚
い

お
方
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

5 



• 

、.圃.
W回圃圃.

十
回
全
国
植
樹
祭
昭
和
四
十
四
年
五
月
二
十
四
日

1
二
十
九
日

第

最
後
の
ご
来
県
は
、
昭
和
四
十
四
年
。
砺
波
市
頼
成
で
行
わ
れ
た

「第
二
十
回
全
国
植
樹
祭

1
昭
和
四
十
四
年
国
土
緑
化
大
会
・
植
樹
行
事
」
へ
の
ご
出
席
で
し
た
。

植
樹
行
事
で
は
初
め
て
の
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
な
ど
六
本
の
苗
木
を

お
手
植
え
に
な
り
ま
し
た
。魚津埋没林博物館「これはすばらしい。大切に保存 してください。」とお励まし に(5.25)

-M年
日
程

5
月

M
日

泊

駅

宿

舎

(宇
奈
月
延
対
寺
荘
)

5
月
お
日
魚
津
埋
没
林
博
物
館
|
細
川
機
業
音
杉
工
場
|
流
杉
老
人
ホ
ー
ム
|
広
貫
堂
|
宿
舎

(名
鉄
卜
ヤ
マ
ホ
テ
ル
)

5
月
お
日
砺
波
市
頼
成
(
全
国
植
樹
祭
)

千
光
寺
|
井
波
町
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ー
城
端
酒
池
観
光
ホ
テ
ル

|
縄
ケ
池
!
城
端
駅
|
宿
舎

(ホ

テ
ル
雨
晴
)

富
山
新
港
|
三
協
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
工
業
第
二
工
場
|
石
動
小
学
校
i

石
動
駅
|
富
山
駅
l
県
民
会
館

(産
業
と
文
化
展
)
|
宿
舎

(名
鉄
ト
ヤ

マ
ホ
テ
ル
)

林
業
試
験
場

(お
手
播
行
事
)

美

女

平

|
大
観
台
1

宿
舎
(
名
鉄
卜
ヤ
マ
ホ
テ
ル
)

中
央
農
業
高
校
l
セ
|
ナ
|
苑
|
笹
津
駅

'~， 

5
月
幻
日

5
月
初
日

5
月
初
日

51 

流杉老人ホーム (5.25)

植樹行事では初めてのお言葉 (5.26)

伝
「操を立

見
』

z，
徴顕

校
で

高
き

業

つ

農
手

央
お

中
た
川
町

立
れ

2

県
慣
何

砺波市頼成の植樹祭会場

切

お召しケーブルカーで立山へ (5.28)

全
国
植
樹
祭
の
お
り
、

ご
来
県
に
な

っ
た

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
、
魚
津
埋
没
林
と
称
名

滝
を
ご
説
明
し
ま
し
た
。

五
月
二
十
五
日
の
埋
没
林
博
物
館
で
は
、

写
真
を
使

っ
て
順
に
説
明
し
よ
う
と
考
え
て

い
た
私
に
、
故
天
皇
陛
下
は
、
「
ど
う
し
て
埋

没
し
た
の
か
」
と
ズ
パ
リ
本
質
的
な
質
問
を

な
さ
れ
た
の
で
と

っ
さ
に
説
明
内
容
を
変
更

し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
故
天
皇
陛
下
の

学
者
と
し
て
の
観
察
力
の
鋭
さ
、
幅
の
広
き

に
は
感
服
し
ま
し
た
。

ま
た
、
称
名
滝
を
ご
説
明
し
た
際
、
弥
陀

ヶ
原
の
台
地
で
、
「
こ
こ
か
ら
立
山
が
見
え
る

の
か」

と
質
問
さ
れ
ま
し
た
;
富
山
県
の
立

山
。
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

称
名
滝
か
ら
の
別
れ
際
、
私
の
横
に
立
た

れ
、
ぶ
れ
を
付
け
。
の
よ
う
に
足
を
そ
ろ
え
て
、

「た
び
た
び
説
明
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
、
ね
ぎ
ら
い
の
お
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
思
い
や
り
の
あ
る
お
人
柄
を
身

に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
。

学
者
の

鋭
い
観
察
力
に

感
服

深
井
三
郎
さ
ん

6 

株式会社広貫堂 (5.25)

7 



下
川
出

墜

山
削
開

削到
明
間

天
川
川

の
3
出

山
間
切

回
ゆ

「第20凶全|玉|楢樹祭(1昭和44年)Jでご米l県された天皇・皇后両陛下は、

5月26日、縄ヶ池に足をのばされ、富111で初めて水ばしょうをご覧

になりました。 (写真右)また 5JJ 2811には、宿願の立山へおいて

になり、大観台にお立ちになりました。(写真上)



I 1 I 
九
年

一O
年

二
年

一
二
年

一
三
年

一
四
年

一
五
年

一
六
年

ニ
O年

二
一
年

二
二
年

二
三
年

二
四
年

二
五
年

二
六
年

ニ
七
年

ニ
八
年

ニ
九
年

一一
一
O
年

=
二
年

三
二
年

二
年

六五四三
年年年年

-
金
融
恐
慌

普
通
選
挙
初
の
富
山
県
会
議
員
選
挙
三
十
名
当
選

第
十
六
回
総
選
挙

北
陸
で
ト
ー
キ
ー
映
画
初
公
開

小
作
争
議
ひ
ん
発

-
満
州
事
変

県
下
初
の
メ
ー
デ
ー
実
施

一

・
五
・

一
五
事
件

戸

富
山
飛
行
場
、
倉
垣
で
開
港
。
翌
年
東
京

・
富
山
間
定
期
運
航
開
始
。
高
岡

の
大
仏
開
眼
式

高
山
線
開
通
O
圧
川
・
黒
部
川
大
洪
水

新
県
庁
舎
、
神
通
川
廃
川
地
に
竣
工

o
富
岩
運
河
完
成

・
ニ
・

ニ
六
事
件

日
本
電
力
、
黒
部
川
第
三
発
電
所
工
事
に
着
工
、
い
わ

ゆ
る
高
熱
隆
道
の
難
工
事

日
中
戦
争
勃
発

氷
見
町
大
火

-
第
二

次
世
界
大
戦

富
山
警
防
団
発
足

-
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
締
結

・
大
政
翼
賛
会
結
成

県
立
図
書
館
開
館

・
太
平
洋
戦
争
突
入

飯
米
配
給
制

o
国
民
学
校
発
足

富
山
市
空
襲
で
大
半
が
焦
土
化

八七
年年

-
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾

・
日
本
国
憲
法
公
布

-
地
方
自
治
法
施
行

・
労
働
三
法
制
定

新
制
中
学
校
百
五
校
発
足
O
県
知
事
、

公
選
始
ま
る
O
天
皇
陛
下
、
北
陸
巡
幸

第

一
回
富
山
県
民
体
育
大
会
開
催
。
男
女
共
学
の
新
制
高
等
学
校
発
足

富
山
大
学
開
学

-
朝
鮮
戦
争
勃
発

県
営
富
山
球
場
開
場
O
ジ
ェ

l
ン
台
風
で
県
下
に
大
被
害

・
講
和
条
約
、
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

新
湊
市
誕
生
0
高
岡
市
立
美
術
館
開
設
(
本
県
美
術
館
の
始
)

魚
津
市

・
氷
見
市
誕
生

町
村
合
併
す
す
む

-
自
衛
隊
発
足

滑
川
、
黒
部
相
つ
い
で
市
制
実
施
。
砺
波
市
誕
生
、
氷
見
は

一
郡

一
市
に

o
富
山
産
業
大
博
覧
会
開
催
。
富
山
県
警
察
発
足
0
立
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
開

通

o
富
山
城
を
再
建
し
、
富
山
市
立
郷
土
博
物
館
開
設

市
町
村
長
の

-
日
本
、

国
際
連
合
に
加
盟

魚
津
市
大
火

県
営
陸
上
競
技
場
完
成

一一一三年

三
七
年

四
二
年

四
三
年

四
四
年

四
五
年

四
六
年

四
七
年

四
八
年

四
九
年

五

O
年

五
一
年

五
二
年

五
四
年

五
五
年

五
六
年

五
七
年

五
八
年

五
九
年

六

O
年

六
一
年

六
二
年

六
三
年

踊
器
到
圏

第
十
三
回
国
民
体
育
大
会
開
催
。
県
下
で
テ
レ
ビ
放
送
開
始

一
五
年

二
ハ
年

-
日
米
安
保
新
条
約
調
印

有
峰
ダ
ム
完
成
O
第
二
十
回
全
日
本
産
業
安
全
大
会
ご

記

臨
席
の
た
め
皇
太
子
御
夫
妻
初
の
来
県

j

・
ソ
連
人
工
衛
星
打
上
げ
に
成
功

県
立
大
谷
技
術
短
期
大
学
開
学

o
小
矢
部
市
誕
生

三
八
豪
雪
0
黒
四
ダ
ム
完
成
O
富
山
空
港
開
港

-
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

-
東
海
道
新
幹
線
開
通

富
山

・
高
岡
地
区
が
新
産
業
都
市
に
指
定
O
氷
見
胡
桃
地
区
で
大
地
す
べ
り

発
生

o
県
民
会
館
落
成

万
利
ダ
ム
完
工

富
山
新
港
開
港
O
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
が
公
害
病
に
認
定

・
ア
メ
リ
カ
、
月
着
陸
に
成
功

砺
波
市
頼
成
山
で
全
国
植
樹
祭
開
催
。
富
山
大
橋
橋
脚
沈
下

・
日
本
万
国
博
開
催

立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル

l
ト
全
線
開
通

・
沖
縄
本
土
復
帰

-
日
中
国
交
回
復

・
石
油
危
機
、
高
度
成
長
時
代
に
終
止
符

北
陸
自
動
車
道
砺
波

・
小
杉
間
開
通

頼
成
の
森
開
園
0
県
民
大
学
校
開
校

一
八
年

一
九
年

10 

富
山
医
科
薬
科
大
学
開
学

国
体
冬
季
ス
キ

l
競
技
会
(
お
お
や
ま
国
体
)
開
催

。
八
月
集
中
豪
雨
禍

県
営
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ

l
場
開
設
O
全
国
野
鳥
保
護
の

集
い
開
催
。
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
開
設

福
光
町
大
火

入
善
沖
で

一
万
年
前
の
埋
没
林
発
見

O
国
勢
調
査
で
県
人
口
百
十
万
人
を
越

す五
六
豪
雪
O
県
立
近
代
美
術
館
開
館

o
第

一
回
婦
人
の
翼
出
発

世
界
演
劇
祭
利
賀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

置
県
百
年
O
太
閤
山
ラ
ン
ド
開
設
0
に
っ
ぽ
ん
新
世
紀
博
覧
会
開
催
。
第

一

回
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
祭
開
催
。
立
山
山
麓
家
族
旅
行
村
で
第
七
回
全
国

育
樹
祭
開
催

新
富
山
空
港
開
港
0
県
内
二
市
四
町
が
富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
に
指
定
O
中
国

遼
寧
省
と
友
好
県
省
締
結
O
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
開
設
O
高
志
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
設
置
O
常
願
寺
川
公
園
開
設

総
合
雪
対
策
条
例
を
公
布
0
ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン
パ
ウ
ロ

.州
と
友
好
提
携
協
定

o
国
際
高
校
演
劇
祭
開
催

11 

国
立
高
岡
短
期
大
学
開
学

o
交
通
安
全
博
物
館
開

0
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
開
設
O
高
岡
文
化
ホ

l
ル
開
館

公
文
書
館
開
館
、
情
報
公
開
制
度
開
始
。
花
総
合
セ
ン
タ
ー
開
設

o
空
港
ス

ポ
ー
ツ
緑
地
開
園

o
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
開
設

小
矢
部
川
流
域
下
水
道

一
部
供
用
開
始
。
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
開
設

o
北
陸
自
動
車
道
全
線
開
通
O
県
民
学
習
カ
レ

ッ
ジ
開
校

そ
し
て
、
平
成
元
年
、
新
し
い
時
代
の
幕
あ
け
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総

務

部

長

金

谷

明

さ

ん

(
富
山
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
青
年
部
長
)

視
察
先

1
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
-
富
山
県
税

事
務
所

・
公
文
書
館

・
県
立
技
術
短
期
大
学

土
木
部
長
遠
藤
和
子
さ
ん

(
富
山
県
河
川
協
会
「
川
を
語
る
懇
談
会
」
会
員
)

視
察
先

1
松
川
浄
化
用
水
導
入
施
設
・
富
山

港
管
理
事
務
所
・
常
願
寺
川
公
園
な
ど

商
工
労
働
部
長
寛
流
石
さ
ん

(
(
株
)
村
田
製
作
所
取
締
役
事
業
部
長
・
富
山

村
田
製
作
所
常
務
取
締
役
)

視
察
先

l
職
業
能
力
開
発
カ
レ
ッ
ジ
・
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
中
央
研
究
所
な
ど

厚
生
部
長
平
井
妙
子
さ
ん

(
上
市
町
母
親
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
会
長
)

視
察
先

l
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
・

薬
用
植
物

指
導
セ
ン
タ
ー

-
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム「
太

陽
苑
」

・
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

農
地
林
務
部
長
摂
津
浩
二
さ
ん

(
(
財
)
花
と
緑
の
銀
行
理
事
・
グ
リ
ー
ン
キ
|

視
察
先

1
緑
化
セ

ン
タ
ー

-
ね
い
の
里
・
頼

成
の
森
・
白
中
ダ
ム
な
ど

企
業
局
長
日
俣
泰
奥
さ
ん

(
県
営
工
業
用
水
道
利
用
者
協
議
会
会
長
・
中
越

パ
ル
プ
工
業
(
株
)
能
町
工
場
長
)

視
察
先

1
和
田
川
水
道
管
理
所

企
画
県
民
部
長
木
村
美
幸
さ
ん

(
消
費
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
と
や
ま
く
ら
し
の

会
リ
ー
ダ
ー
-
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
)

視
察
先
1
黒
部
青
少
年
の
家

・
名
水
(
生
地

共
同
洗
い
場
)
・富
山
広
域
圏
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー

農
業
水
産
部
長
竹
林
順
子
さ
ん

(
砺
波
市
農
協
婦
人
部
副
部
長
)

視
察
先

1
畜
産
試
験
場
・山
村
特
産
指
導
所
・

食
品
研
究
所

育

長

穴

場

秀

子

さ

ん

(
女
声
合
唱
団
「
ク
ー
ル
ク
ロ
ア
」
参
与
)

視
察
先

l
生
涯
学
習
カ
レ

ッ
ジ

・
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー

-
県
営
富
山
弓
道
場

・
高
岡
高

校富
山
県
知
県

12 

教

中
沖
豊

県
民
の
皆
さ
ん
に
県
政
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
毎
年
開
い
て
い
る
一
日

部
長
・
一
日
庁
議
。
今
年
も
十
一
月
四
日
、
九
名
の
方
に
一
日
部
長
を
お
願
い
し
、
事
業
説
明

の
後
、
施
設
を
視
察
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
十
四
日
に
は
、
一
日
庁
議
を
開
催
し

て
県
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

④
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木
村
(
企
画
県
民
部
長
)
県
の
施
設
を
直
接
見
る
と
、

聞
く
と
は
大
違
い
て
、
新
た
な
疑
問
や
感
動
が
出
て

き
ま
し
た
。
県
政
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い
部
分
、
知

ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
消
費
生
活

て
も
、
高
齢
者
や
若
い
人
が
だ
ま
さ
れ
る
の
は
、

P

R
不
足
に
よ
っ
て
知
る
機
会
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
広
報
を
充
実
し
て
ほ
し

い
で
す
。

穴
場
(
教
育
長
)
県
民
カ
レ
ッ
ジ
は
、
大
変
気
に
入

リ
ま
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に

P
R
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
全
体
に
言
え
る
こ
と
で
す
が
、

P
R
を
し
て

い
て
も
、
受
け
手
の
側
に
立

っ
て
い
な
い
か
ら
県
民

に
届
い
て
い
な
い
の
で
は
。

木
村

広
報
戦
略
と
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
、

「
ひ
と
リ
ひ
と
リ
が
広
報
マ
ン
」
と
い
う
職
員
の
意
識

改
革
を
や
づ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
こ
の
他
に
、
タ

レ
ン
ト
性
の
あ
る
職
員
を
発
掘
し
て
広
報
を
考
え
る

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
作
つ
て
は
。

穴
場

同
感
。
こ
れ
か
ら
は
、
何
を
や
っ
て
も
ソ
ツ

が
な
い
、
合
格
点
以
上
の
人
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け

な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る

一
つ
の
能
力
に

優
れ
て
い
る
、
今
ま
で
だ

っ
た
ら
切
リ
捨
て
ら
れ
て

い
た
よ
う
な
人
を
登
用
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
ね
。

摂
津
(農
地
林
務
部
長
)
あ
る
分
野
に
関
心
の
あ
る

人
、
好
き
な
人
を
三
年
契
約
で
採
用
す
る
の
は
ど
う

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て
お
も

し
ろ
い
の
で
は
。
家
庭
に
眠

っ
て
い
る
才
能
を
発
掘

す
る
こ
と
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

木
村

賛
成
。
転
勤
族
の
奥
さ
ん
方
も
い
い
で
す
ね
。

違
う
視
点
か
ら
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
る
の
で
は
。

そ
れ
に
、
必
ず
富
山
県
を
離
れ
る
か
ら
、
口
コ
ミ
で

富
山
の
い
い
点
を
広
め
て
も
ら
え
ば
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
も
な
リ
ま
す
。

竹
林
(
農
業
水
産
部
長
)
県
政
パ
ス
で
す
が
、
県
民

が
県
政
を
知
る
た
め
に
は
日
曜
日
に
も
運
行
す
べ
き

で
す
。
ま
た
、
酪
農
家
が
畜
産
試
験
場
を
見
学
す
る

な
ど
分
野
を
絞
っ
た
コ
ー
ス
を
設
け
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

遠
藤
(
土
木
部
長
)
伝
統
工
芸
、
立
山
信
仰
、
民
謡

な
ど
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
午
前
は
見
学、

午
後
は
実

習
と
い
う
の
も
ど
う
で
し
ょ
う
。
内
容
が
よ
け
れ
ば

実
費
で
も
参
加
す
る
と
思
い
ま
す
よ
。

日
俣
(
企
業
局
長
)
今
回
、
和
田
川
水
道
管
理
所
を

視
察
し
ま
し
た
。
境
川
ダ
ム
て
も
感
じ
ま
し
た
が
、

規
模
が
非
常
に
大
き
い
で
す
ね
。
利
益
度
外
視
の
大

変
な
仕
事
で
す
が
、
子
孫
に
残
す
た
め
に
は
水
源
開

で
し
ょ
う
。



発
は
必
要
で
す
。

寛
(
商
工
労
働
部
長
)
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
を
視
察

し
ま
し
た
が
、
施
設
が
充
実
し
て
い
て
、
と
て
も
う

ら
や
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
ま
リ
使
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
企
業
と
し
て
は
ど
ん
ど
ん
使
い
た

い
の
で
、
も
っ
と
利
用
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
に
レ
て

ほ
し
い
で
す
。

平
井
(厚
生
部
長
)
福
祉
面
で
も
、
在
宅
老
人
の
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
す
ば
ら
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い

あ
リ
ま
す
が
、
手
続
き
が
面
倒
で
、
時
間
も
か
か
り

ま
す
。
だ
れ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

金
谷
(
総
務
部
長
)
富
山
県
は
教
育
県
だ
と
い
わ
れ

な
が
ら
、
大
学
が
少
な
い
で
す
ね
。
富
山
に
大
学
が

な
い
ば
っ
か
リ
に
、
親
は
せ
っ
せ
と
働
い
て
た
め
た

金
を
他
県
ヘ
仕
送
り
し
て
い
る
。
若
者
が
い
な
い
か

ら
街
も
活
性
化
し
ま
せ
ん
。

摂
津

若
い
人
は
、
富
山
ヘ
帰
っ
て
来
ま
せ
ん
が
、

せ
め
て
才
能
だ
け
で
も
還
元
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

「
県
出
身
者
は
、
い
ち
ば
ん
い
い
ア
イ
デ
ィ

ア
を
富

山
ヘ
」
と
い
う
教
育
は
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

平
井

子
供
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
子
育
て
後
、
職
場
ヘ
反
れ
な
い
か
ら
で
す
。

保
育
所
の
空
き
教
室
を
利
用
し
て

O
歳
児
を
受
け
入

れ
て
く
れ
れ
ば
、
安
心
し
て
働
け
る
の
に
。

一
緒
に

宅
老
も
で
き
れ
ば
、
幼
児
と
老
人
の
ふ
れ
あ
い
の
場

に
も
な
っ
て
い
い
の
で
は
。

日
開
閉
悶
困
問
問
凶
凶
凶
側
同
凶
阿
附
凶

遠
藤

富
山
は
、
海
と
山
が
近
い
と
い
う
特
異
な
地

形
で
す
。
富
山
湾
の
各
観
光
地
を
湾
岸
道
路
で
結
び
、

立
山
と
つ
な
げ
で
は
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
能
登
と

の
つ
な
が
リ
も
大
切
で
す
。
観
光
業
者
も
大
阪
か
ら

輪
島
ヘ
行
き
、
氷
見
や
高
岡
を
通
っ
て
帰
れ
た
ら
あ

り
が
た
い
と
言
っ
て
い
ま
レ
た
。
道
路
や
休
憩
所
な

ど
を
整
備
し
て
能
登
と
の
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
開

発
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

木
村

結
婚
式
の
祝
電
に
「
花
火
大
会
で
ま
た
会
お

う
ね
」
と
い
う
の
が
よ
く
あ
リ
ま
す
。
神
通
川
の
花

火
大
会
は
、
県
内
外
の
人
に
と

っ
て
大
き
な
楽
し
み
。

遠
い
所
か
ら
も
見
に
来
て
い
ま
す
。
夏
の

一
大
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
利
用
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

観
光
開
発
と
い
う
と
、
自
然
破
壊
が
つ
い
て

摂
津

ム
を
聞
く
な
ど
意
識
を
高
め
る
方
法
が
必
要
で
す
。

回
リ
ま
す
。
自
然
は

一
度
破
壊
す
る
と
二
度
と
取
り

戻
せ
な
い
の
で
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
は
配
置
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
リ
ま
す
。
空
か
ら
見
る
と
回
リ
は
み
ん

な
ゴ
ル
フ
場
と
い
う
の
で
は
、
鳥
は
来
ま
せ
ん
。
高

い
見
地
か
ら
、
密
度
を
考
え
て
開
発
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

日
俣

富
山
県
の
最
大
の
特
徴
は
、
美
し
い
山
と
き

れ
い
な
水
で
す
。
発
電
、
か
ん
が
い
、
工
業
用
水
な

ど
に
使
っ
て
い
ま
す
が
、
不
足
し
た
リ
、
汚
し
た
リ

と
、
後
手
を
と
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
長
い
目
で
見

た
施
策
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

遠
藤

松
川
の
浄
化
用
水
を
見
学
し
た
ら
、
ゴ
三
が

い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
改
善
す
る

に
は
住
民
の
自
覚
レ
か
あ
リ
ま
せ
ん
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
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平
井

二
0
0
0年
国
体
で
活
躍
す
る
の
は
、
今
の

子
供
た
ち
で
す
が
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
指
導
に
限
界
が

あ
リ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
先
生
方
に
も

協
力
し
て
も
ら
え
た
ら
い
い
の
で
す
が
。

木
村

経
験
の
な
い
先
生
が
顧
問
に
な
っ
た
り
、
指

導
者
が
異
動
に
な
っ
た
た
め
に
廃
部
に
な
っ
た
部
も

あ
リ
ま
す
。
指
導
者
の
確
保
は
重
要
で
す
。

竹
林

私
も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

指
導
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
も

っ
と
う
ま
く
指
導
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
指
導
者
の
指
導
を
し

て
ほ
し
い
で
す
。

金
吾

納
税
貯
蓄
組
合
の
青
年
部
長
を
し
て
い
ま
す

が
、
税
金
の
P
R
不
足
を
痛
感
し
ま
す
。
学
校
に
作

文
を
依
頼
し
て
も
出
し
て
く
れ
な
い
し
、
教
科
書
に

も
二
l
三
行
程
度
し
か
書
い
て
な
い
の
で
す
。
こ
れ

で
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
関
心
は
う
す
い
し
、
「
取
ら

れ
る
」
と
い
う
意
識
に
な
り
ま
す
。
「
納
め
る
も
の
だ
」

と
い
う
こ
と
を
教
育
現
場
て
徹
底
し
て
教
え
て
ほ
し

い
で
す
。

竹
林

農
家
の
後
継
者
問
題
て
、
縁
結
び
運
動
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
農
家
の
娘
て
も
田
ん
ぼ
ヘ
入
っ
た

こ
と
が
な
い
か
ら
と
農
家
ヘ
行
き
た
が
り
ま
せ
ん
。

農
家
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
も
、
学
校
固
な
ど
を
取

り
入
れ
て
、
土
に
ぶ
れ
る
教
育
を
す
す
め
て
ほ
し
い
。

摂
津

日
本
の
教
育
は
、
生
活
に
密
着
し
た
も
の
が

少
な
い
で
す
ね
。
勉
強
し
た
こ
と
の
半
分
は
役
立
つ

て
い
な
い
の
で
は
。

寛

企
業
で
は
、
英
語
研
修
を
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、

県
内
に
は
い
い
機
関
が
あ
リ
ま
せ
ん
。
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

世
界
が
相
手
。
英
語
教
育
に
も
っ
と
力
を
い
れ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

木
村

こ
れ
は
、
全
て
の
婦
人
の
願
い
な
の
で
す
が
、

自
由
に
自
分
の
思
い
を
語
リ
合
っ
た
リ
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
が
で
き
る
場
所
を
公
で
用
意
し
て
く
だ
さ

っ
た
ら
う
れ
し
い
て
す
。
民
聞
が
ビ
ル
を
建
て
た
ら
、

ワ
ン
フ
ロ
ア
を
県
民
が
オ
ー
プ
ン
に
使
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
で
も
、
利

用
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

知
事
す
ば
ら
し
い
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
お
知
恵
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

で
き
る
も
の
か
ら
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

.......一一、



文
部
省

教
育
改
革

モ
ニ
タ
ー

臨
時
教
育
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い
て
実

施
す
る
教
育
改
革
に
つ
い
て
の
意
見
、
要
望

を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

V
資
格
/

二
十
歳
以
上
の
方

V
モ
ニ
タ
ー
任
期
/

二
年

※
詳
し
く
は
、
県
庁
教
育
委
員
会
総
務
課

(
内
線

2
6
0
)

へ

E
や
ま
の
顔
」

縄
文
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
県
内
の
土
偶
を

中
心
に
、
現
代
ま
で
の
人
や
動
物
の
顔
に
関

係
す
る
考
古
資
料
を
展
示
し
ま
す
。
顔
に
よ

せ
る
思
い
や
祈
り
の
心
に
ふ
れ
て
く
だ
さ
い
。

期
間
/
三
月
三
十
一
日
ま
で

(
日
曜
、
祝
日
は
休
館
)

入
場
は
無
料

※
詳
し
く
は
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

(
宮

0
7
6
4
・
M
・

2
8
1
4
)

みなさんの相談窓口
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富山市安住町7-18 県庁E階

安住町第一生命ピル内 包(0764)3卜4111内759

〈一般相談は〉

宮 (0764)32-9233

(金融相談は〉

ft(0764)33-3252 

消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
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宮 (0766)21-9411附
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宮 (0763)33-5151附)

室
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あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を
・••• 

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

献
血
は
、
か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
救
う

愛
の
贈
り
物
で
す
。

-
安
全
で
す

献
血
に
使
用
す
る
採
血
針
は
一
人
ひ
と
り

使
い
捨
て
で
す
か
ら
、
エ
イ
ズ
や
肝
炎
に
感

染
す
る
心
配
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

-
三
つ
の
中
か
ら
選
べ
ま
す

従
来
の
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
に
加
え

て
、
四
百
ミ
リ
リ

ッ
ト
ル
献
血
、
成
-
分
献
血

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
成
『
分
献
血

と
は
、
血
液
中
の
血
紫
、
血
小
板
と
い
う
成

分
だ
け
を
献
血
し
て
い
た
だ
き
、
赤
血
球
な

ど
は
お
返
し
す
る
も
の
で
す

0

・
健
康
管
理
に
役
立
ち
ま
す

献
血
者
全
員
に
血
液
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

冬
季
は
特
に
献
血
者
が
少
な
く
、
血
液
が

不
足
し
が
ち
で
す
。
あ
な
た
の
や
さ
し
さ
と

ほ
ん
の
少
し
の
時
間
を
『
分
け
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー

(

宮

0
7
6
4
・
山
・

5
7
3
3
)
ま
た

は
県
庁
薬
務
課
(
内
線

4
5
6
)
、
市
町
村
の

担
当
課
へ

。

婦人スポーツ大会

一日庁議

活力あるゆとり創造社会・職場づくり推進大会

第3回富山県文化の県づくり懇話会

快適なトイレ講演会

富山県緑花推進県民会議

婦人美術展(-23 

日)

第22回富山県職業

能力開発フェア

(-13日)

生活排水を考える

シンポジウム

11月12日

11月13日

11月14日

11月15日

これからの家庭と子育てに関する懇談会

国道8号滑川・富山バイパス開通式

11月16日

11月19日

11月20日

11月n日

見てください・聞いてください、県からのホットニュース

新開~wst!R
・北日本、富山、読売、北陸中日

毎月第E土曜日

「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日

「みんなの県政」

・朝日、毎日

毎月第2、最終土曜日

「県からのお知らせ」

ラジオ広報RAD'O
.FMとやま

「ふれあいホットライン」

県内各地からホットな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま

す。

毎週月~金曜日 AM9:30~9:35 

テレビ広rv
- 北日本放送毎週日曜日 AM8:00~日 :30
こんにちは「富山県で、す」

1/四富山の女性史(手話)
2/5 激動の昭和県政をふりかえる
2/12 黒部で過ごす雪ん子のつどい
2/19 明日を拓く少年スポーツ
2/26 ふれあい活動最前線(手話)

~日本一安全な県づくりをめざして~

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:00~9:30 
rl1 0万人のひろばークイズ/フォー力ス・イン」

富山県交通対策協議会緊急総会・「非常事態宣

言」大会

外国人による日本

語弁論大会

崩
御
の
知
ら
せ
に
、

一
月
号
を
急
拠

変
更
、
故
天
皇
陛
下
特
集
と
し
ま
し
た
。

発
行
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
わ
び
致

し
ま
す
。

お
な
く
な
リ
に
な

っ
た
天
皇
陛
下
は
、

戦
後
三
度
ご
来
県
に
な
リ
ま
し
た
。
ハ

ー
ド

ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
こ
な
し
、
あ
ち

こ
ち
で
励
ま
し
の
お
言
葉
を
か
け
て
い

か
れ
た
故
天
皇
陛
下
。
編
集
を
進
め

て

い
く
う
ち
に
、
あ
ら
た
め
て
優
し
い
お

人
柄
を
感
じ
ま
し
た
。

富
山
の
昭
和
史
も
、
ま
さ
に
激
動
で

し
た
。
と
い

っ
て
も
、
私
は
平
和
な
昭

和
し
か
知
リ
ま
せ
ん
が
。

新
じ
い
年
号
は
、
「
平
成」

|

|
国
の

内
外
に
も
天
地
に
も
平
和
が
達
成
さ
れ

る
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
が
、
い
い

時
代
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

ご
冥
福
を
祈
り

つ
つ
、

新
た
な
気
持

ち
て
広
報
誌
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

16 

日 曜 士曇 所 時 問

~色 金 小矢部市役所別 0: 00-15: 30 

土 富山駅前 0: 00-16・00
21 

土 魚津市サン プラザ前 0: 00-15・30

22 日 富山市中央通り 0:00-16:00 

26 木 城端町役場前 0:00-15:30 

28 
土 富山駅前 0: 00 -16: 00 I 
土 高岡駅前 0:00-15:30 

29 日 高岡駅前 0・00-15・30

予く 7}く 福野町役場前 0:00-15:30 

4 
土 富山市「アヒ。タ」ショッピングセンタ一前 0:00-16:00 

土 高岡駅刷 0:00-15:30 

5 日 黒部市「メルシー」ショッピングセンタ一前 0: 00-15:30 

土 富山西武前 0: 00-16:00 
11 

土 氷見市ハ ッピータウン即j 0: 00-15: 30 

12 日 富山西武前 0:00-16:00 

火 上市町役場前 9:30-12:00 
14 

火 上市駅前 13:00-15:30 

土 砺波市「となみプラザ」前 1 0: 00 -1 5: 30 
18 

土 高岡駅刷 10: 00 -15: 30 

19 日 富山市中央通り 10: 00 -16: 00 

22 7Jく 滑川市役所前 1 0: 00 -1 5: 30 

土 高岡駅前 10・00-15: 30 
25 

土 富山駅前 10: 00 -16: 00 

26 日 高岡駅前 10: 00 -15: 30 

1-2月街頭献血日程平成元年

地域政策フォーラム

富山県農村文化賞贈呈式

コロンブス計画第

4回ティーチイン

11月お日

11月25日

11月26日

青少年健全育成富山県大会

うるおいのある環境づくり絵画入選者表彰式

12月定例県議会 (ー16日)

世界人権宣言40周年記念講演会

11月28日

12月2日

12月5日

12月8・9日
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